


内部統制チェックリスト（会社法）　☓☓期

【Ⅰ】　内部統制システム構築の基本方針の監査チェックシート
１．取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
	着眼点
	回答
	根拠・メモ事項

	①法令等遵守を経営の最重要課題と位置づけているか
	
	

	②企業の倫理方針や行動綱領、法令等遵守の基本方針や遵守基準等を制定しているか
	○
	制定している

	③法令遵守を実現するための具体的な手引書（コンプライアンス・マニュアル）を作成しているか。自社の事業活動、経営環境、組織風土等を勘案して抵触・違反する危険性のある法令等の条項を内容に盛り込んでいるか
	○
	重要なリスクについて盛り込まれている。またコンプライアンス研修が行われている

	④法令等遵守のための組織の設置と職務分掌が制定され、必要な権限が付与されているか
	○
	法務部門は設置されている

	⑤法令等遵守を実現するための具体的な実践計画（コンプライアンス・プログラム）を策定しているか。定期的にレビューする仕組みが組み込まれているか。また、法令等遵守の状況に関する取締役会への報告事項が明確になっているか
	〇
	重要度の高いものについては取締役会に報告している。



２．取締役の職務執行に係る情報の保存および管理に関する体制
	着眼点
	回答
	根拠・メモ事項

	①情報の保存・管理に関する規程が制定されているか。以下の点が定められているか
　a)保存・管理の対象とすべき情報が、明確化されているか
　b)情報の保存期間および管理方法が定められているか。セキュリティ・ポリシー(情報セキュリティ関する基本方針)が制定されているか
　c)情報の保存・管理のための組織が定められているか。必要な権限が付与されているか
　d)情報の漏洩、滅失、紛失時の対応方法が定められているか
	

○
	セキュリティポリシーが制定されている。


	②取締役の意思決定を支援する以下の体制が構築されているか
　a)重要な会議への付議基準や報告基準が適切なものとなっているか。計画であり、恣意的な解釈の余地のないものとなっているか
　b)取締役の重要な意思決定を法務的な側面から支援する部門の設置、あるいは担当者の配置がなされているか
　c)重要な会議の付議資料や重要な決裁書類について、案件類型毎に必要記載事項が標準化されているか
	


○
	・取締役会・〇〇会議事務局として、法務部門・〇〇室が対応している
・案件については弁護士等の意見をもらっている
・重要会議で利用される付議資料のフォーマットは標準化されている





３．損失の危機管理に関する規程その他の体制
	着眼点
	回答
	根拠・メモ事項

	①リスク管理を経営の最重要課題と位置づけているか
	○
	最重要課題としている

	②以下の経営環境の変化への対応力を備えたリスク管理になっているか
　a)経済環境・金融環境の変化
　b)通信手段の変貌
　c)技術革新
d)企業のグローバル化
e)産業構造の変化
f)安全性・環境に対する社会的価値観の変化
g)法的規制の変化　等
	〇
	

	③企業戦略と整合性が取れたリスク管理になっているか
　a)どのリスクをどの程度取り、どの程度の収益を目標とするのかといった戦略目標が定められているか
　b)各部門の戦略目標は、収益確保を優先するあまり、リスク管理を軽視したものとなっていないか
　c)リスク管理を重視しリスクの最小化を目指すあまり、必要なリスクテーク(リスク負担)を取り得ないものとなっていないか
	〇
	・企業戦略を決定している
・リスクを軽視するものにはなっていない


	④リスク管理に関する以下の規程が定められているか
　a)各種リスクに応じて管理規程が作成されているか
　b)各種リスクに関する測定・モニタリング・管理方法について、規程の中で規定されているか
	〇
	リスク管理委員会により必要とされる管理状況について討議している。

	⑤以下のようなリスク管理組織の設置と職務分掌が制定され、必要な権限が付与されているか
　a)各種リスクを管理するリスク管理部門
　b)リスク管理全体を統括・管理する部門
	〇
	

	⑥リスク管理を有効にするための具体的なリスク管理計画を策定しているか。また、定期的にレビューする仕組みが組み込まれているか
	〇
	取締役会に報告している

	⑦リスク管理に関する取締役会への報告事項が明確になっているか
	〇
	

	⑧内部監査部門によるリスク管理体制の有効性のチェックがなされる仕組みになっているか
	〇
	










４．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
	着眼点
	回答
	根拠・メモ事項

	①自社の経営計画および各部門の業務計画等において、戦略目標を達成する上で必要な資本・資金、要員等の経営資源は効率的に配分されているか。著しく非効率的な資源配分となっていないか
	○
	取締役会に十分な説明がなされている

	②取締役の職務分担、各部門の職務分掌・権限の付与は、職務の執行の効率性を確保するものとなっているか。著しく非効率的なものとなっていないか　例)間接部門の肥大化、管理部門の重複、権限の錯綜等
	○
	重要会議で利用される付議資料のフォーマットは標準化されている

	③自社の経営計画および各部門の業務計画等は著しく過剰な管理水準や品質水準を求める内容となっていないか
	○
	

	④赤字部門の業務継続に関し、適切な対策が講じられているか。合理的な理由もなく放置されていないか
	○
	経営方針を決議していて、適切な対策は講じている

	⑤経営計画および各部門の業務計画等は、進捗状況および施策の実施状況を定期的にレビューする仕組みとなっているか
	○
	取締役会報告
〇〇状況報告

	⑥取締役会決議その他において行われる取締役の意思決定に関して、以下に定める事項が遵守されるプロセス・体制が整備されているか
　a)事実認識に重要、かつ不注意な誤りが生じないこと
　b)合理的名意思決定過程を経ること
　c)意思決定内容が法令または定款に違反しないこと
　d)意思決定内容月上の企業経営者からして明らかに不合理とならないこと
　e)意思決定が会社の利益を第一に考えてなされること
	○
	取締役会・〇〇会議における経営5原則に従った意思決定が行われているかを確認している



５．企業集団における業務の適正性を確保するための体制
	着眼点
	回答
	根拠・メモ事項

	①企業集団において、内部統制システムを整備すべき会社すべて網羅されているか。重要な位置を占める会社、リスク(固有リスクおよび内部統制リスク)の大きな会社が除外されていないか。
	○
	重要な子会社が増加　内部統制リスク整備を重視している

	②子会社が大会社である場合に、会社法および会社法施行規則により当該企業の取締役会が決議すべき事項のすべてが決議されているか。子会社において整備されている内部統制システムが、企業集団全体の内部統制システムの状況および企業経営の健全性確保と効率性向上の要請に照らして、過不足なく必要、かつ最適なものとなっているか
	－
	

	③親会社において、企業集団に属する会社の内部統制システムの構築・整備・運用を指導、管理、監視する以下のような仕組みが講じられているか
　a)企業集団に属する会社が整備すべき内部統制システムに関する基準が定められているか
　b)事業の特性および規模等に照らして、重要な子会社との間で法令遵守およびリスク管理に向けた適切な体制が整備されているか
　c)企業集団に属する会社が、内部統制システムを整備するに際して参考となるモデル(規程、マニュアル、組織等)が作られているか
　d)企業集団に属する会社の内部統制システムの構築・整備・運用を指導、管理、監視する部署が明確になっているか。その部署は必要な陣容を備え、必要な権限が付与されているか
	○
	子会社体制整備は行われている



６．監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
	着眼点
	回答
	根拠・メモ事項

	①監査役監査の環境整備に関して、監査役が要求した事項に留意した内容となっているか
	○
	

	②監査役監査の環境整備の重要性および必要性を軽視した内容となっていないか
	○
	環境整備の重要性・必要性を確認している




























【Ⅱ】　内部統制システムに関する監査チェックシート
１．統制環境の観点から見て問題はないか	
	着眼点
	回答
	根拠・メモ事項

	①経営トップのあり方は適切で明確か
　経営トップは、内部統制システム整備の重要性を認識しているか
　経営トップは、リスクを適切に認識しているか
　経営トップは、内部統制システム整備の重要性を、経営方針や基本規程等の中で明確に示しているか
　経営トップは、組織の内外、業務執行の中で自らの言動を通じて、内部統制システム整備の重要性を強調しているか
	○
	認識している

	②経営管理組織のあり方について、経営方針等を組織内に周知徹底し、業務に対するコントロールの基本的な仕組みが構築されているか
	○
	経営方針をもとに組織をコントロールしている



２．リスク評価の観点から見て問題はないか
	着眼点
	回答
	根拠・メモ事項

	①企業経営において予見されるリスクを的確に識別・分析・評価しているか
	〇
	〇〇会議・取締役会での議案については重要リスク想定をしている

	②予見されるリスクへの対応方法・管理手法が講じられているか
	〇
	


重要なリスク（利益供与・贈収賄・当局への報告義務違反・特別背任・利益相反取引・業務上横領・インサイダー取引違反・業法違反）

３．コントロール(統制)活動の観点から見て問題はないか
	着眼点
	回答
	根拠・メモ事項

	①企業構成員が各体制に関する職務執行(リスク対応・管理を含む)を適切に行うために準拠すべき方針、規程、手続、マニュアル等が制定されているか。その内容は、合理的・現実的で、相互牽制機能が内在したものとなっているか
	〇
	相互牽制機能を含めたマニュアルが制定されている

	②各体制に関する職務を主体的・統括的に行う部署が明確になっているか。その部署は職務目的を達成するために必要な陣容、専門性、権限を具備しているか。適切な職責の分離はなされているか
	〇
	専門性が不足した部分は業務委託等を利用して適切な事業展開をしている

	③各体制が有効に機能するための実践計画が策定さているか。定期的にレビューされる仕組みが構築されているか
	〇
	各部門の計画のもと、職務が行われているか状況報告している

	④企業構成員が各体制に関する職務執行(リスク対応・管理を含む)を適切に行えるように、適切な研修計画・体制が講じられているか
	〇
	コンプライアンス研修など、体制が講じられている

	⑤危機的な事象が発生した場合のコンティンジェンシープラン(緊急時対応計画)が策定されているか。その内容は合理的・現実的なものとなっているか
	〇
	BCPプランについては期ごとに策定



４．情報と伝達の観点から見て問題はないか
	着眼点
	回答
	根拠・メモ事項

	①各体制が有効に機能するために必要な情報システムが構築されているか
	〇
	

	②企業構成員が各体制に関する職務執行を恒常的に適切に行えるように、必要な情報が適時・的確に伝達される仕組みが講じられているか
	〇
	会社全体が必要な情報について〇〇を利用して伝達が行われている

	③各体制の統括部署が、経営トップに対して各体制の執行・管理状況、リスクの状況等を定例的に報告する仕組みが構築されているか
	〇
	取締役会に定期的に報告をしている

	④経営トップや各体制の統括部署に対し、経営管理上重要な情報、経営に重要な影響を与える情報、各体制の目的に反するような事象の発生情報が、適時・的確に報告される仕組みが講じられているか
	〇
	同上



５．モニタリング(監視)活動の観点から見て問題はないか
	着眼点
	回答
	根拠・メモ事項

	①各体制の実施状況を、各業務部門において日常的に点検・監視し、不備な点があれば、自律的に改善する仕組みが講じられているか
	△
	一部理解を深めており、改善する仕組みとなりつつある

	②内部監査部門は設置されているか
	〇
	設置されている

	③内部監査部門の独立性は確保されているか
	〇
	内部監査室は取締役会直下　独立性を確保されている

	④内部監査部門に必要な権限(特に情報入手権限)は付与されているか。また、責任の範囲は明確になっているか
	〇
	情報入手権限は付与されている
取締役会にて計画・監査報告を承認。監査役会にも定例報告している

	⑤内部監査部門の陣容は、専門性および員数の点で不足はないか
	〇
	部門が増加することを想定して体制を強化している

	⑥内部監査基本規程は制定されているか。その内容は適切か
	〇
	

	⑦内部監査計画の基本事項を取締役会で承認する仕組みになっているか。基本事項の中に、内部統制システムの有効性のチェックが含まれているか
	〇
	

	⑧内部監査結果等を取締役会に報告する仕組みになっているか
	〇
	取締役会付議

	⑨内部監査が発見・指摘した問題点が是正される仕組みになっているか
	〇
	



【コメント】
・今後もコンプライアンス教育を十分に行っていただきたい。



